「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案　短縮バージョン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　　西部会場Ａ　　　
対象（時間）：ある小学５年生参観後の懇談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30分）　　　　　

【ねらい】　子どもの交友関係への親の適切なかかわり方について考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，Ａ３用紙，フェルトペン
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	
	○　名札付け（来た順に）
	くじでグループ分けをする。
	

	(５分)


	· 「親の力」をまなびあう学習プログラムの紹介


	· 和やかな雰囲気づくりに配慮する。

· 主旨・ルール等を説明する。

· 三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守）ただし言いたくないことは発表しなくてよい。（パス有り）

· 写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
	

	
	アイスブレイク（雰囲気づくり）

「自己紹介」

名前と今はまっていること


	（グループ内で）


	

	(２分)
	· テーマを読む
	
	

	(５分)

(10分)


	＜考えましょう・出し合いましょう＞①記入

＜さらに考えましょう＞

1 心配なこと

2 親はどのように関わればよいか→記入後，話し合う

	· 解決のための，親の関わり方について話し合う。

· 意見が出にくい場合は，もし心配なことや気になることがあった場合どうするかという仮定で話してもらう。

· 深刻な事例を話された場合は，最後まで聞き，話して良かったと思えるよう配慮する。その後は解決に向けて学校などの主催者に報告する。


	

	(３分)


	【県民の皆さんの声】を読む


	
	

	(５分)

	＜学習を振り返りましょう＞

· ファシリテーターの話


	
	

	〈メモ〉
・エピソードを読んだ後に「考えましょう・出し合いましょう」の①を記入してもらい，エピソードから，ご自身の家庭・お子さんのケースを合わせて考えていただき，「さらに考えましょう」の②を記入してもらって，こちらの話し合いを長く持てば良い。





教材番号「17」：「どうする？どういう？　～子どもの人間関係へのかかわり～」














